





















































































今回使用するデータは，2012 年 6 月 30 日
に行われたジュニア算数オリンピックの全国
大会で収集したものである．この全国大会に
参加した児童は 226 名で，そのうち小学 5 年
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たて，横，ななめの 3 つのマス内の数字の和









では，次の四つの要素(P, R, L, Σ)で子どもの
知識を特徴づける． 
- P は、問題の集合（A set of problems） 
- R は、操作の集合（A set of operators） 
- L は、表現体系（A representation system） 













































































す．つまり，B+E と 3+D は異なります．よ
って D には 5 は入りません．（A11） 
■D=7 の場合 




B と E には 5 と 7 が入ります．また，
A+C+F=2+4+8=14 です．そのため，C が 2
の場合は，B+C+E=14 となり，C が 8 の場合




って C=4 と決まります．（A31） 
次に E=7 の場合，6+D=0+E なので，
6+D+F=0+E+F となってしまいます．よっ
て，E=5 と分かります．このことから，残り










いマスには，偶数が入るので A,C, F には 2，
4，8 が入る．つまり，A+C+F=14 となる．
また，0+C+6 と A+C+F は和が異なる．この
ことから，0+6 と A+F は異なる．よって，A
と F のどちらかに 8 が入ることになる．つま




ら，B+E と 3+D は異なります． よって，D
には 5 は入りません．（A11） 
その後，0+C+6 と B+C+E が異なることを
考えます．つまり，0+6 と B+E は和が異なる
ためには，（B，E）は（1，5）の組み合わせ
にはなりません．よって，D には 1 か 5 が入
ります．さらに，前段階で D に 5 が入らない
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て，B+E≠3+D から D には 5 が入らないこと
が分かる．さらに，B+E≠6 から D＝1 と決定
できる．また，A+F≠6 より，C には 8 が入
らないことも分かる． 
そして，A23 では C を含まない和である
0+E+F≠6+1+F より 0+E≠6+1 から，E＝5，
B＝7 と決定できる．また，A+7+6≠F+1+6
より A+7≠F+1 から，A＝8，F＝2 と確定で
きる．このように，パズルの中ではなく，文
字式を用いて解答することも可能である． 





































＝14 になることから，0+C+6 が 14 になる C
を見つけ出すという確認をする．この一連の






















○A31 の場面  
A31 の場面は A11 を経た後の「p3：奇数の
マス目の値を見つける場面」である．ここで
はすでにDに 5が入らないことがわかってい
る．そのため，まず D に 7 を入れる．すると，
B と E に（1，5）が入るため，B+E と 0+6
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に矛盾が生じることを確認する．この一連の







 また，B+E と 0+6 に注目して矛盾を導くに











































D＝1 と確定し，B と E には（5，7）の組み
合わせが入るとわかっている．そして，
0+E+F≠6+D+F より 0+E≠6+D となること
に焦点を当てて，E の値を確認する．この一





























ため，D に 5 が入る組み合わせは消去される．
さらに，（B+E）と（6+0）と照らし合わせる









































ているといえよう．さらに，B+E と 6+0 に着
目し，すべての場合と照らし合わせる．この




















































4.1 正答を与えた問題解決過程（子ども T） 
図 2 は子ども T のメモ用紙であり，ここに
書かれていたパズル問題に関する記述を図 3，
図 4 に書き起こした．図 2，図 3，図 4 を参



















図 2：子ども T のメモ用紙 
                          


















4.2 正答を与えた問題解決過程（子ども U） 
図 5 は子ども U のメモ用紙であり，ここに
書かれていたパズル問題のメモ部分を図 6，
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図 5：子ども U のメモ用紙 
 
図 6         図 7 


































32 として用いられる．  





後には，A12 の場面でみたように A+2+F の


































 5.1 調査方法 
調査は，新潟県の公立小学校六年生 14 名








5 組，三人一組の 1 組が問題に取り組んだ．
解答は問題用紙に書いてもらった．解答時間
はおよそ 40 分で，このパズル問題とその他






















図 8 は子ども K の問題用紙である．ここで
は，図 8 と，図 8 を説明した図 9 を参照しな
がら子ども K の解決過程をみていく．  
     図 8：子ども K の問題用紙 
 
図 9 を説明したもの 
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